
【啓発実践事例】



3. ポピュレーションアプローチに主眼をおいたフレイル予防の
体系的かつ統一的な声明

（3）フレイル予防のポピュレーションアプローチの展開の手法

④行政によるフレイル予防のポピュレーションアプローチの実際
ⅰ）基本チェックリストを活用した手法の実際【図1, 2, 3】
ⅱ）住民主体のフレイルチェックの手法の実際【図4, 5（動画）, 6, 7】
ⅲ）後期高齢者医療制度の質問票への期待【図8】



基本チェックリスト（KCL）
介護保険の介護予防・生活支援総合事業における
介護予防・生活支援サービス

①介護保険事業の一環として多くの自治体で使用

〇基本チェックリストは、フレイルの判断基準としては、日本版
CHS 基準の代替的手段として2006 年より介護保険事業の一
環として多くの自治体で使用されてきている。

②様々な事業への誘導や地域づくりの運動への誘導

〇この観点に立った取組として、奈良県生駒市においては、基本
チェックリストを75 歳以上の者全員に送付し、アウトリーチによ
る対応を含めて一定のリスクのある者をほぼ全数を把握。

〇介護予防・生活支援サービスの勧奨や一般介護予防の案内
を行いながら、ハイリスク者の把握目的だけでなくポピュレー
ションアプローチの観点から様々な事業への誘導や地域づくり
の運動につなげることが期待される。

基本チェックリスト（KCL） を活用したポピュレーションアプローチ
【図1】
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奈良県生駒市の取組事例 （1）
【図2】

「フレイル予防のポピュレーションアプローチに関する声明と提言」参考資料4



奈良県生駒市の取組事例 （2）
【図3】

「フレイル予防のポピュレーションアプローチに関する声明と提言」参考資料4



フレイルチェックを活用したポピュレーションアプローチ事例

フレイルサポーター主体の方式

①フレイルチェックの構成

〇地域の高齢者が研修を受けて担い手となり、フレイルの兆候を調べる市⺠主体活動のプログラム。手軽に実施できる
「簡易チェック」と測定機器を使って実測値を測る「深掘りチェック」の2部からなる。

②フレイルチェックの活用

〇個々のフレイルチェック内容に対して、⻘シール（基準値を上回る等の良いデータ）や赤シール（基準値を下回る等の
悪いデータ）を自分でシートに貼り、赤シールがついたら青シールにするために行動変容を促す。

③グループワークなどの取組

〇フレイルチェック結果を活用し、住民同士で
「グループワーク」などを通してフレイル予防対策
への意識・行動変容を戦略的に促す。

「深掘りチェック」「簡易チェック」

「住民グループワーク」「フレイルチェック」

【図4】
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住民主体のフレイルチェック
【図5】

資料提供：西東京市、編集：一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会



住民主体のグループワーク

～サポーター主導でのフレイル予防啓発チラシ作成～

【図6】

資料提供：西東京市



フレイル予防活動を基軸とする仁淀川町ハツラッツの取組事例

フレイルチェック

ハツラッツ
3か月

モニタリング
＊フレイルチェック

また生活不活発になっている人
は、再度、ハツラッツの利用も

もう一度元気になろう！

（1）住民主体の”短期集中C型リハ”
住民（本人、サポーター）やすべての関係者が
現状と課題を知る → 住民同士でアセスメント
➡そして住み慣れた地域に再び戻る！

（2）住民が計画立案
・みんなで「知恵をだす」
・みんなで「汗をかく」 → 実行
・みんなで「振り返りをする」 → モニタリング
（ﾌﾚｲﾙチェック、カンファレンス、健幸会議）
・失敗しても前向きにみんなで取り組む

（3）地域包括ケアシステムとは地域づくり
支えあえる地域づくりに向けて
・高齢者も全ての関係者も元気になり、
暮らしやすく、暮らす価値のある地域にする！

フレイルサポーターが実施

85歳・男性 BMI：18.4ペースメーカー装着。心疾患による生活不活発リスクあり
3カ月実施後の結果・・・総合事業のC型短期集中リハとほぼ同程度の効果

3m折返し 5m歩行 CS-30 立上り
左右握力

健康づくり勉強会

赤シールが増えてきても

そして住み慣れた地域に
フレイルサポータと
一緒に再び戻る！

地域で高齢者を孤独にさせない
地域の繋がりをつくる

住民主体のまちづくりへ

【図7】
「フレイル予防のポピュレーションアプローチに関する声明と提言」参考資料8



後期高齢者の質問票のポピュレーションアプローチへの期待

後期高齢者の質問票は、
フレイルなど高齢者の
特性を踏まえ健康状態
を総合的に把握すると
いう目的から、

（1）健康状態
（2）心の健康状態
（3）食習慣
（4）口腔機能
（5）体重変化
（6）運動・転倒
（7）認知機能
（8）喫煙
（9）社会参加
（10）ソーシャルサポート

の10 類型に整理がされている

後期高齢者の質問票

地域住民主体の
フレイル予防活動
グルーワーク
地域活動の
基盤づくり

この質問票を活用することで、
住民が主体となった地域活動の
基盤づくりにも役に立つことが
期待される。

質問票

【図8】
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